




ど約 1 万点を数える。このうち主体となるのが陶磁器類で、出土量は全体の約 87 パーセントにおよぶ。こ
こでは、遺構からの出土・地表面採集遺物を中心に上記種別の順に記述するが、出土量の多い土器・陶磁
器類は各遺構ごとに、その他の遺物は出土量が少ないことから器種ごとに記述を行うこととした。また、平











ｔ 5 テラス（図版 7・写真図版 33 － 3 ～ 9）





返し、9 は口縁部を外方へ逆 L 字状につまみ出す。両者とも内外面に鉄釉を施すが、9 の口縁頂部は釉剥
ぎがなされている。8 は備前系の擂鉢で、口縁部が三角形状に肥厚し、外面に二重沈線を張り巡らす。





ｔ12 テラス（図版 7・写真図版 33 － 13 ～ 21）
　13 は瀬戸美濃系陶器の碗で、削り出し高台をもち、内外面に緑色の釉を施すが、外面底部は露胎である。








ｔ13・15・23 テラス（図版 7・写真図版 33 － 22 ～ 24）
　いずれも灯明皿である。22・23 は底部に静止糸切り痕が残り、口縁部にわずかに煤が付着する。24 は
左回転の糸切り痕がみられ、ほぼ全体に煤が付着する。
ｔ 25 テラス（図版 8・写真図版 34 － 25 ～ 29）









































いる。3・4 は先端部で、3 は内外面とも暗赤色のガラス質の溶融物が、4 は外面に炭化物が付着する。5 の
外面は被熱により溶融し、先端部には金属の溶融物が付着する。外郭断面は 1 と同様に円形である。6・7
の外面および 9 の内外面には溶融物が付着し、7 の内面は被熱により赤色化している。いずれも外郭断面
は角形である。
五徳（図版 13・写真図版 39 － 8）
　火鉢や囲炉裏など炉の中で鉄瓶や鍋などを乗せるための器具で、円形の輪に 3 本または 4 本の足が付い
た架台である。
　8 は脚部で、手づくね成形が施され、表面に煤が付着している。





の粉成作業が行われていたことを示す重要な遺物である。ｔ 29 テラスの T9 から 5 点の石磨が集中して出
土しており、この付近に選鉱作業施設が存在していた可能性がある。
砥石（図版 14・写真図版 40 － 1・10）
　刀剣・包丁や鎌など、日常的に使用する刃物の切断機能の復元のために使用されたと考えられる。
1・10 とも上面に使用痕が残り、10 は厚さ 15mm 程の板状の形式のものである。砥石は材質により、荒砥
（砂岩）、中砥（凝灰岩）、仕上げ砥（泥岩）の 3 種に大別され、1・10 ともきめの細かい泥岩が用いられて
いることから、仕上げ砥として使用されたものと推測される。
扣石（図版 14・写真図版 40 － 2・3・6、図版 15・写真図版 41 － 18）




　2 は破片であるが、上面に一辺 10 ㎝程の方形の窪みが 2 個穿たれている。3・6・18 は半球形の窪みを
持つ。3 は上・下面それぞれ 2 個の穴があり、両面で使用された痕跡が窺える。6・18 はともに上面に 1 箇
所の窪みが認められる。この窪みの形状の差異については不明な点が多いが、砕石に使用したハンマーの
形状や時代差などの要因が考えられる。
石磨（図版 14・写真図版 40 － 8・9・12 ～ 16、図版 15・写真図版 41 － 17）
　鉱石を粉砕する道具で、上臼と下臼が一対となって動き、下臼の上に上臼が乗って、上臼の重みで鉱石
を磨り潰す。









硯（図版 14・写真図版 40 － 5・11）
　5 は摺り面中央部に、幅 30mm 程の浅い墨溜まりがみられる。石材は頁岩を用いている。10 は練り物の
硯である。
碁石（図版 14・写真図版 40 － 7）
　灰色を呈しており、白碁石に用いられたと考えられる。
不明品（図版 14・写真図版 40 － 4）




煙管（図版 15・写真図版 41 － 1・3 ～ 5）
　1・4 は煙管の雁首である。火皿は円形で、直径は 15 ～ 17mm 程である。頚部径が細いことから、江戸
時代前半のものと考えられる。2・3 は煙管の吸口である。吸口径が小さく、細身であることから、江戸時
代前半頃の所産であろう。いずれも銅製で、表面に緑青が付着する。
鎹（図版 15・写真図版 41 － 2）
　長さ 112mm を測り、ほぼ左右対称の「コ」の字状の形状を呈する。建物など、木材と木材をつなぎ合
わせるために使用されたものと考えられる。
釘（図版 15・写真図版 41 － 6・8）
　6・8 とも長さは 80mm 前後である。6 の釘頭は六角形を呈するが、8 の釘頭は殴打され潰れている。レー
ル等を留める犬釘と考えられるが、詳細な用途は不明である。




　永楽通宝・寛永通宝・雁首銭の 3 種類が確認された。図示したものの内、3 点を除いて全てトレンチ内
から出土しており、ｔ 27 テラスの T8 とｔ 29 テラスの T9 からの出土が顕著である。
永楽通宝（図版 15・写真図版 41 － 9）
　全体的に緑青に覆われており、文字は不鮮明である。厚みも薄く、重量も軽いことから、国内で模鋳さ
れた可能性が高い。16 世紀後半～ 17 世紀前半にかけてのものと考えられる。
寛永通宝（図版 15・写真図版 41 － 1 ～ 8・10 ～ 16・17 ～ 19・22・23）
　ほとんどが銅製であるが、真鍮製のものが 1 点出土している。
　銅製の寛永通宝（一文銭）は、寛永 13 年（1636）から天明元年（1781）まで鋳銭され、鋳造時期は
大きく3 期に大別される。1 期は寛永 13 年～万治 2 年（1659）、2 期は寛文 8 年（1668）～天和元年（1681）、
3 期は元禄 10 年（1697）～延享 4 年（1747）および明和 4 年（1767）～天明元年である。一方真鍮製
（四文銭）は、明和 5 年（1768）以降に鋳造され、明治中期まで通貨として使用された。
　内訳は 1 期 5 点、2 期 3 点、3 期 6 点、真鍮製 1 点、不明 4 点で、時期的には 17 世紀半ば～ 18 世紀後
半まで幅広く出土している。









ｔ 42・43 テラス（図版 9・写真図版 35 － 51 ～ 53）
　51・53 は肥前産磁器である。51 は皿の底部で、内面に意匠不明の染付文様が表される。53 は碗で、外
面体部に草花文、高台脇に二重圏線、高台内に一重圏線と判読不能な銘款が入る。52 はほぼ完形の灯明皿
で、底部には静止糸切り痕が残り、全体的に煤が付着する。
ｔ 45 テラス（図版 9・写真図版 35 － 54・55）
　54 は肥前系陶器の碗で、内外面に灰釉が掛かるが、外面底部は露胎である。内面見込みに砂目積みの
痕跡を残す。55 は肥前系磁器の皿で、内外面とも染付による草文と圏線が描かれる。










ｔ 54 テラス（図版 9・写真図版 35 － 61・62）
　61 は肥前産陶器の甕で、外面に鉄釉を施し、口縁端部を外方へ折り曲げる。内面には同心円状の当て具
痕、外面には平行上の叩き痕が窺える。62 は磁器の小瓶で、底部外面は糸切り後、無調整で無釉である。




ｔ 61 テラス（図版 10・写真図版 36 － 66・67）
　66 は陶器の甕である。手づくね成形で、口縁を外方へつまみ出した後、内面へ折り返す。67 は白磁の
皿で、内面に植物の線彫り彫刻が施される。高台と高台脇の区別は不明瞭である。




ｔ 67 テラス（図版 10・写真図版 36 － 70）
　70 は肥前系陶器の皿で、内外面とも灰釉が施されるが、底部外面は露胎である。高台畳付部分に、胎土
目積みの痕跡が残る。
ｔ 71 テラス（図版 10・写真図版 36 － 71）
　71 は陶器の皿で、全面に長石釉が掛かり、口縁部及び高台畳付部分はやや赤みをおびる。高台から緩や
かに立ち上がり、外反する口縁をもつ。






ｔ 88 テラス（図版 10・写真図版 36 － 75）
　75 は肥前系陶器の鉢である。内面は白化粧土を帯状に貼付け、縦方向に刷毛目文を施し、花卉を表現す
る。外面は横方向に刷毛目状の文様が描かれる。









ｔ 96・98 テラス（図版 10・写真図版 36 － 81 ～ 83）
　81・82 は肥前産陶器皿の底部である。81 は内面見込みに砂目積み痕、82 は胎土目積み痕が残る。底部
外面はともに露胎で、兜巾高台である。83 は陶器の杯。内外面に鉄釉を施す。
ｔ101 テラス（図版 10・写真図版 36 － 84、図版 11・写真図版 37 － 85 ～ 90）












ｔ107 テラス（図版 11・写真図版 37 － 94・95）
　94 は青磁の香炉で、内面は釉剥ぎされ、底部外面は無釉である。三足付きの足の部分が欠損している。
95 は磁器杯で、外面にわずかに染付の文様がみえる。
ｔ108 テラス（図版 11・写真図版 37 － 96）
　96 は肥前産陶器の皿である。内面に意匠不明の鉄絵装飾が施され、見込み部分に胎土目積み痕が残る。
高台はやや深めに削り出す。16 世紀末のものと考えられる。
ｔ109 テラス（図版 11・写真図版 37 － 97）
　97 は土器灯明皿で、底部外面に静止糸切り痕が残る、内面全体と外面の一部に煤が付着する。




ｔ119 テラス（図版 11・写真図版 37 － 100）
　100 は陶器の土瓶である。外面に体部は轆轤成形による凹凸が顕著にみられ、外面上部に把手の剥離痕
が残る。口縁内部の蓋接地面は釉剥ぎ。底部外面は露胎で、高台畳付に煤が付着する。





ｔ122 テラス（図版 11・写真図版 37 － 103）
　103 は肥前系陶器の皿で、内面には三島手による菊花文と剣先蓮弁文が表現される。内面見込みおよび
高台畳付には砂目積みの痕跡が残る。
ｔ123 テラス（図版 11・写真図版 37 － 104・105）
　104 は土器灯明皿。底部は静止糸切り痕がみえ、口縁部に煤が付着する。105 は陶器鉢で、内外面に鉄
釉を掛けるが、体部外面下半は露胎である。底部は兜巾高台、蛇の目状高台の形状をとる。
ｔ124 テラス（図版 11・写真図版 37 － 106）
　106 は肥前産磁器の皿で、内面見込みに意匠不明であるが、吹墨技法によって描かれた文様がみられる。
ｔ126・127 テラス（図版 12・写真図版 38 － 107・108）
　107・108 は肥前系の磁器である。107 は丸みを帯びた碗で、体部外面に文が描かれる。108 は皿の底
部で、内面見込み中央に菊花文、周囲に菊唐草文と二重圏線が巡る。
ｔ128 テラス（図版 12・写真図版 38 － 109）
　109 は土器焙烙である。口縁部は横ナデされ、外面に煤が付着する。
ｔ136 テラス（図版 12・写真図版 38 － 110）
　110 は肥前系磁器の大皿で、内面見込み中央には梅花文と考えられる装飾が施される。周囲には二重圏
線と草文が染め付けられる。高台内に砂が付着する。
ｔ142 テラス（図版 12・写真図版 38 － 111）
　111 は肥前産磁器碗である。内面見込みは蛇の目釉剥ぎされ、外面にはコンニャク印判がみられる。時
期的には 18 世紀代のものと考えられる。
ｔ148 テラス（図版 12・写真図版 38 － 112）
　112 は肥前産陶器の皿で、内外面とも灰釉が施釉される。底部は露胎で、兜巾高台をもつ。内面見込み
及び高台畳付に胎土目積み痕が残ることから、16 世紀末のものと考えられる。
ｔ150 テラス（図版 12・写真図版 38 － 113）
　113 は土器火鉢で、推定口径 31.0cm を測る。口縁頂部はヘラ削り調整される。
ｔ151 テラス（図版 12・写真図版 38 － 114）
　114 は磁器火入。内面無釉で、底部は内外面とも煤が付着する。外面には二重圏線が描かれる。













ＳＦ 5（図版 12・写真図版 38 － 123 ～ 126、図版 13・写真図版 39 － 127 ～ 132）
　123・124 は土器灯明皿である。123 は底部中央に直径 5mm 程の小孔が穿たれている。器具や灯心具









ＳＦ 6（図版 13・写真図版 39 － 133・134）
　133 は土器灯明皿で、底部は回転糸切り。ほぼ全面に煤が付着し、外皿内面に灰がみられる。134 は肥
前系陶器の大皿で、胴部上端で屈曲し、鍔縁状の口縁をもつ。
ＳＦ 8（図版 13・写真図版 39 － 135・136）
　135 は土器灯明皿で、底部に静止糸切り痕が残る。136 は磁器碗の蓋で、口縁部は外方へつまみ出し、
下方へのびる返しがつく。外面は染付による網目文が表される。
No.48 石垣（図版 13・写真図版 39 － 137）
　137 は肥前系磁器皿で、内面見込みは蛇の目釉剥ぎされ底部は無釉である。17 世紀中頃のものと想定さ
れる。
No.56 石垣（図版 13・写真図版 39 － 138）
　138 はほぼ完形の土器灯明皿で、底部は静止糸切り、体部は横ナデで仕上げる。










寛永通宝（図版 15・写真図版 41 － 20・21）






































　平成 17 ～ 18 年度の調査区内における石製品の点数は、平成
17 年度が 172 点、平成 18 年度が 472 点であり、その多くが地表










ると（第 4 表）、弥左衛門町跡が 392
点と最も多く、次いで小右衛門町跡の
86 点、本町跡の 59 点、九郎左衛門町





衛門町跡にかけてのＳＦ 5 周辺部や小右衛門町跡付近のＳＦ 1 周辺部といった道沿いに集中する傾向がみ
られ、石垣石として再利用されているものも多い。
　次に石磨の形状等の特徴をみると、現在までのところ、所有者からの聞き取り調査によって、おおよその








































粉 挽 臼（3）    7
不 明 臼（4）    3
扣 石 扣 石（5）  240
そ の 他 の
石 製 品
石 塔（6）    1
石 製 品（7）    2

















本町   2 4   1 0   2 2    0    2    0    1   5 9
小右衛門町   5 3   1 3   1 7    1    0    1    1   8 6
九郎左衛門町   2 4    6   1 9    2    1    0    0   5 2
九郎左衛門裏町    6    2   1 7    0    0    0    0   2 5
弥左衛門町  15 4   7 6  1 5 9    3    0    0    0  3 9 2
相川町   1 5    8    3    1    0    0    0   2 7 一部範囲のみ調査区域
床屋町    0    0    3    0    0    0    0    3 一部範囲のみ調査区域









































































































区内の旧町ごとに見ると、物配りを持つ石磨は、相川町跡の一部で上臼 3 点・下臼 1 点、小右衛門町跡で
上臼 7 点・下臼 1 点、本町跡で上臼 3 点・下臼 2 点、弥左衛門町跡で上臼 19 点・下臼 6 点、九郎左衛門
町跡で上臼 5 点・下臼 1 点、九郎左衛門裏町で上臼 1 点が確認された。リンズ痕を有する上臼は、弥左衛
門町跡で 14 点、相川町跡で 1 点、小右衛門町跡で 2 点である。上臼に設けられた軸固定のためのリンズ痕
は、遺物が土中への埋没や石垣石に再利用されていることもあるため、全ての資料を見ることができなかっ
たが、弥左衛門町跡で多く見られる傾向にある。
　扣石は、円形の窪みから矩形状の方形の窪みへと変遷するとされ、佐渡奉行所跡出土の扣石では、前者
をⅠ群、後者をⅡ群とし、Ⅰ群を再利用したと考えられる円形・方形の窪みが混在するものをⅠ・Ⅱ群混在
型として分類し、Ⅰ群からⅡ群への転換期を江戸時代後期末としている［佐藤ほか 2001］。上相川地区で
見られる扣石の分布状況をみると、Ⅰ群がほぼ全域に分布し、Ⅱ群は弥左衛門町跡に多く、Ⅰ・Ⅱ群は本町
跡、弥左衛門町跡で多く見られる傾向にある（別表 14）。
